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１ 猪苗代湖及び主要流入河川のイオンバランスの季節変動と経年変化調査 

 

１ 目的 

猪苗代湖は長年酸性湖として知られていたが、平成 7 年に 5.1 であった pH が平成 21

年には 6.8 まで上昇するなど、水質に変化が生じている。pH が上昇しているのは、猪苗

代湖や猪苗代湖に流入する河川中のイオンの量及び組成が変化していることが原因で

あると考えられる。 

このため本調査では、猪苗代湖及び猪苗代湖に流入する河川のイオン成分等を調査し、

水質等を把握するとともに、猪苗代湖の pH 上昇との関連を調べる。 

 

２ 調査方法 

 湖水及び流入河川について各溶存イオン等の濃度及び負荷量の傾向を解析し、近年の

湖水の pH 上昇との関連について考察した。 

 

３ 調査地点 

   調査地点は図 1 のとおり。 

なお、長瀬川(小金橋)は発電放流水の影響を受け

ない時間に調査を行った。 

(1)  猪苗代湖(湖心)   1 地点 

   (4 層 表層、10ｍ、50ｍ及び 90ｍ) 

(2)  酸川(酸川野)    1 地点 

(3)  長瀬川(上長瀬橋)  1 地点 

(4)  長瀬川(小金橋)      1 地点 

(5) 高森川(酸川合流前) 1 地点 

(6) 酸川(高森川合流前) 1 地点 

(7) 硫黄川(高森川合流前) 1 地点 

  

４ 調査時期 

3-(1)については年 4 回(4 月、6 月、8 月、10 月) 

 3-(2)～(7)については年 6 回 

(4 月、6 月、8 月、10 月、12 月、2 月) 

 

５ 調査項目 

 Fe、Mn、Al、Zn、T-P、TOC は総量だけでなく、溶存態として GF/C(ろ紙)でろ過した

ろ液を測定しイオンバランスを検討した。 

(1)  気温、水温、透明度(湖)、色相(湖)、流量(河川)、透視度(河川) 

(2)  重金属(Fe、Mn、Al、Zn) 

(3)  陽イオン(Na+、K+、Ca2+、Mg2+、NH4
+) 

(4)  陰イオン(F-、Cl-、SO4
2-、NO3

-、NO2
-) 

図 1 調査地点 
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(5)  その他(pH、EC、T-P、T-N、酸度、アルカリ度、TOC) 

 

６ 測定方法  

(1)  pH：イオン電極法 

(2)  EC(電気伝導度)：電気伝導度計 

(3)  DO,酸度,アルカリ度：滴定法 

(4)  T-P,PO4-P：吸光光度法 

(5)  Fe,Mn,Al,Zn：ICP/AES 法又は ICP/MS 法 

(6)  Na+,K+,Ca2+,Mg2+,NH4
+,F-,Cl-,SO4

2-,NO3
-,NO2

-：イオンクロマトグラフ法 

 (7)  TOC：燃焼酸化-赤外線式 TOC 自動計測法 

 

７ 結果及び考察 

 現地調査票については、別紙 1 のとおり。 

 分析結果の一覧は別紙 2 のとおり。 

(1)  猪苗代湖湖心の水質について 

ア 水質の経年変化 

    環境センターで行っている「猪苗代湖等水環境保全対策調査事業」では、平成 14

年度から 18 年度までは水深 0m、10m、20m、50m(計 4 層)で調査を行ったが、平成 19

年度以降は水深 0m、10m、50m、90m(計 4 層)で調査を行っている。また、平成 14 年

以降は年 4 回(4 月、6 月、8 月、10 月)調査を行っているが、平成 19 年から 21 年は

冬期調査として 1 月又は 2 月の調査を行い調査回数が年 5 回となっている。このた

め、経年変化の検討には水深 3 層(0m、10m、50m)、年 4 回(4 月、6 月、8 月、10 月)

のデータを用いた。 

(ｱ)  pH 

pH の経年変化を図 2 に示す。 

pH は平成元年から 7 年までは 5.0

～5.1 の範囲にあったが、平成 8 年

以降、年々上昇していることが分か

る。本調査による今年度の平均値は

6.76 で、平成 19 年から平成 21 年の

過去 3 年の範囲(6.56～6.74)と比べ

上昇していた。 

(ｲ)  溶存イオン 

昭和 54 年～56 年(1978～1981)に福島大学が、平成 14 年～22 年(2001～2010)

に当所が行った調査結果のうちイオン当量濃度の推移を図 3 に示す。湖心のイオ

ン当量濃度の総和は平成 18 年までは減少、平成 19 年からは横ばい若しくは増加

傾向となっている。 

湖心の陽イオンの成分割合は、多い順に Ca2+、Na+、Mg2+、K+の順で経年的に成

分割合の変化を確認することはできなかった。陰イオンは多い順に SO4
2-、Cl-で

図 2 pH 経年変化 
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この 2 物質で全体の 90％以上を占め、次いで HCO3
-、NO3

-の順であった。陰イオン

は長期的に HCO3
-(アルカリ度)の増加傾向が確認されている(図 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 水深ごとの水質調査結果 

 湖心では水深 0m、10m、50m、90m の 4 層で調査を行っている。水深による水質の

差について検討を行ったところ、調査を行った 4 層の水質は全てのイオン成分でほ

ぼ同じ濃度であった(図 5)。 

 また、DO は全ての時期及び水深で濃度が 8mg/L 以上あり、成層期の深水部でも高

濃度で存在していた。平成 19 年度以降の 90m 層の DO 値を図 6 に示す。このことか

ら、現時点で湖底にリンなどと共沈している水酸化鉄(Ⅲ)が嫌気的条件下で溶出し、

リンなどを溶出させる恐れはないと思料した。しかし、成層期末期である 10 月の

DO は平成 19 年以降最低であることから、今後もモニタリングを継続する必要があ

ると思料した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 90m における溶存酸素濃度 図 5 水深別溶存イオン 
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図 3 イオンの経年変化 図 4 pH及びアルカリ度経年変化 



 
 

- 4 - 

 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 10 20 30

水
深(

ｍ)

水温(℃ )

H22.4.26
H22.5.17
H22.6.4
H22.7.15
H22.8.4
H22.8.23
H22.9.1
H22.9.14
H22.10.6
H22.11.8

80

85

90

95

100

105

110

115

120

0

2

4

6

8

10

12

14

H22.4 H22.6 H22.8 H22.10

EC
(μ
S/
cm

)

ｐ
H
,D
O
(m

g/
l)

ｐＨ DO ＥＣ

0

2

4

6

8

10

12

H22.4 H22.6 H22.8 H22.10

各
種

イ
オ

ン
（
m
g/
l）

Na Ｋ Mg Ca Cl NO3 SO4×0.2 アルカリ消費量(pH4.8)

ウ 月ごとの水質調査結果 

 鉛直水温の調査結果を図 7 に示す。な

お、図 7 の作成にあたっては「平成 22

年度猪苗代湖大腸菌群超過対策調査事

業」で測定したデータも使用している。 

 春は全層均一、夏に水温躍層が形成、

秋に水温躍層の崩壊と例年と同じ挙動で

あった。また、月による水質の差につい

て検討を行ったところ、調査を行った 4

回の水質は全ての成分で概ね同じであった(図 8,9)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 流入河川について 

ア 調査地点ごとの傾向について 

調査地点ごとの水質の概要として pH、流量、鉱酸酸度負荷量(アルカリ度負荷量)

について平成 22 年度の調査結果を図 10 に示す。また、参考として鉱酸酸度の測定

を始めた平成 18 年以降の調査結果についても示した。 

なお、調査地点のうち上流域にある硫黄川(高森川合流前)、高森川(酸川合流前)、

酸川(高森川合流前)の 3 地点は春先の雪解け水による水位上昇や冬期の積雪のため

欠測があり、調査回数が年 5～6 回と異なっている。過去の報告で春先は 1 年で最も

流量や負荷量が多く、冬期は少ない傾向があり、この期間の調査の有無で年平均値

にも影響が生じる。また、調査回数が最大で年 6 回であり微少な変化を把握するの

に十分ではないこと、河川の水質及び流量は前日天候などの影響を大きく受けるこ

となどから、水質変化を定量的に示すことは困難であると考え、本報告書では全体

的・経年的な傾向を明かにすることを目的とした。 

調査地点ごとの傾向は昨年までと同様であり、旧硫黄鉱山坑内排水の影響を受け

る強酸性の硫黄川はこれより下流で高森川と合流し、沼尻・中ノ沢温泉の影響を受

けている酸川へ合流し、さらに下流で裏磐梯湖沼群から流れ出ている長瀬川本川と

合流する。猪苗代湖流入直前の長瀬川(小金橋)における、鉱酸酸度負荷量は

125gCaCO3/l と平成 18 年以降最も少なく、pH は 3.92 であった。 

 

図 9 月別 溶存イオン濃度(4 層平均) 図 8 月別 pH,EC,DO(4 層平均)

図 7 鉛直水温 
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イ 経年変化 

(ｱ)  下流域河川の調査結果 

 酸川(酸川野)、長瀬川(上長瀬橋)、長瀬川(小金橋)の 3 地点は平成 16 年以降

年 6 回の頻度で調査を行っており、(ｲ)で述べる発生源付近の調査地点よりもデ

ータが蓄積されている。これら 3 地点のうち酸性河川の酸川(酸川野)、長瀬川(小

金橋)については鉱酸酸度、Fe、Al、SO4
2-負荷量及び流量についての経年変化を

図 11 及び図 12 に、微アルカリ性河川である長瀬川(上長瀬橋)についてはアルカ

リ度負荷量及び流量についての経年変化を図 13 に示す。 

 酸川(酸川野)は酸性物質の発生源である旧硫黄鉱山坑内排水及び沼尻・中ノ沢

温泉水の影響を受けた河川が合流した地点であり、酸性物質の総量を検討するの

に適している。近年の調査結果からは、流量が多く結果として負荷量が増加して

いる平成 18 年度を除くと鉱酸酸度、金属成分等とも横ばい若しくは若干の減少

傾向と考えた。 

長瀬川(小金橋)では鉱酸酸度が減少傾向にあり、特に鉄イオンの顕著な減少が

確認された。しかし、長瀬川(上長瀬橋)では平成 22 年度は流量が多く、それに

伴いアルカリ度も増加している。このことから、長瀬川(小金橋)における酸性物

質減少の原因として発生源からの供給量が減少したことと、長瀬川本川からのア

ルカリ分の流入により途中で中和が行われたことが考えられた。 

このことからも猪苗代湖へ流入する酸性物質の総量を検討するにはより発生

源に近い上流域での調査が必要と思料した。 

 

高森川

       硫黄川

       長瀬川

秋元

発電所 酸川

　

  

　

猪苗代湖

長瀬川 小金橋

pH 3.92(3.68～3.96)
流量 9.78(7.26～11.62)
鉱酸酸度負荷量 125(125
～314)

長瀬川 上長瀬橋

pH 7.33(7.33～7.49)
流量 3.46(2.08～4.04)
アルカリ度負荷量 53(34～57)

酸川 高森川合流前

pH 3.50(3.16～3.50)
流量 1.49(1.10～1.78)
鉱酸酸度負荷量 34(34～63)

酸川 酸川野

pH 3.16(2.98～3.16)
流量 4.96(3.98～5.82)
鉱酸酸度負荷量 367(367～586)

高森川 酸川合流前

pH 2.62(2.51～2.63)
流量 1.14(0.63～1.35)
鉱酸酸度負荷量 288(231～432)

硫黄川 高森川合流前

pH 2.22(2.18～2.24)
流量 0.38(0.31～0.48)
鉱酸酸度負荷量 343(270～415)

値はそれぞれ平均値

単位

流量 単位：m3/s
鉱酸酸度(アルカリ度)負荷量 単位：

gCaCO3/l(平均負荷量)

※括弧内は平成18年度から平成22年

度の値

図 10 調査地点ごとの水質概要 
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(ｲ)  酸性物質の発生源付近の調査結果 

酸性物質発生源付近の水質変化を検討するため、旧硫黄鉱山坑内排水の影響を

受けている硫黄川(高森川合流前)及び高森川(酸川合流前)、沼尻・中ノ沢温泉水

の影響を受けている酸川(高森川合流前)における鉱酸酸度、Fe、Al、SO4
2-負荷量

及び流量の経年変化を図 13 から図 15 に記した。 

 旧硫黄鉱山坑内排水の影響を受ける 2 地点では流量が多く結果として負荷量

が増加している平成 18 年を除くと鉱酸酸度、金属成分等について硫黄川(高森川

合流前)は横ばい、高森川(酸川合流前)は若干の減少傾向と見られた。しかし、
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図 11-1 酸川(酸川野)の経年変化① 図 11-2 酸川(酸川野)の経年変化② 
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この 2 地点は近接しており、また新たに酸性水を含む河川が合流することもない

ことから旧硫黄鉱山坑内排水からの酸性物質供給量が横ばい若しくは減少と一

概に評価することが困難であり、今後もデータの蓄積を図る必要があると考え

た。 

酸川(高森川合流前)では経年的に鉱酸酸度負荷量の減少傾向が見られ、酸性物

質の減少傾向が確認された。しかし、先に述べたとおり本調査回数は年 5～6 回

と十分とは言えないこと、河川水質は湖水よりも前日天候などの影響を受けやす

いことなどから、本データから直ちに酸性物質供給量の減少と結論付けるのでは

なく、更なるモニタリングが必要であると思料した。 
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図 13-1 硫黄川(高森川合流前)の経年変化 図 13-2 硫黄川(高森川合流前)の経年変化
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図 14-1 高森川(酸川合流前)の経年変化① 図 14-2 高森川(酸川合流前)の経年変化②
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図 15-1 酸川(高森川合流前)の経年変化① 図 15-2 酸川(高森川合流前)の経年変化②
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８ まとめ 

(1)  猪苗代湖湖心における pH 平均値は 6.76 であり平成 19 年から平成 21 年の過去 3 年

の範囲(6.56～6.74)と比べ上昇していた。また、イオン当量濃度の総和は平成 18 年

までは減少、平成 19 年からは横ばい若しくは増加傾向となっていた。 

(2) 湖心では溶存イオンなど全ての項目で調査を行った 4 層(0m、10m、50m、90m)の水質

がほぼ一定であった。また、全ての項目で全期間の水質がほぼ一定であった。 

(3)  河川調査結果では沼尻・中ノ沢温泉水の影響を受ける酸川(高森川合流前)で鉱酸酸

度などの酸性成分が減少傾向であり、温泉源泉水の質又は量が変化している可能性が

考えられた。旧硫黄鉱山坑内排水の影響を受ける硫黄川(高森川合流前)と高森川(酸川

合流前)では前者が横ばい、後者は若干の減少傾向と見られ、更なるデータの蓄積が必

要と考えた。 

なお、河川水質は天候の影響を受けること、回数が年 5～6 回であり負荷量を検討す

るに当たって十分とは言えないことなどから今後もモニタリングを継続し知見の集積

に努める必要があると考えた。 
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別紙１　猪苗代湖及び流入河川 現地調査票

調査地点
調査年月日 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6
採取水深（ｍ） 0.5 0.5 0.5 0.5
採水時間 9:30 AM 9:25 9:25 9:21
天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ時々曇り 晴れ時々曇り
天候（当日） 晴れ 晴れ 晴れ 雨
気温（℃） 8.2 17.5 27.9 18.0
水温（℃） 4.8 12.8 26.8 18.1
透明度（ｍ） 13.5 10.3 10.7 8.1
水色(フォーレル) 6 6 6 7
色相 無色 無色 無色 無色
臭気 無臭 無臭 無臭 無臭
濁り 透明 透明 透明 透明

調査地点
調査年月日 H22.4.20 H22.6.1 H22.8.6 H22.10.18 H22.12.17 H23.2.24
採水時間 8:30 AM 9:25 AM 11:00 AM 10:35 AM 10:46 AM 9:09 AM
天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ
天候（当日） 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ時々雪 晴れ
気温（℃） 14.2 21.0 34.2 21.5 3.2 -3.0
水温（℃） 8.0 11.5 23.0 13.0 4.8 3.3
透視度 >100 >100 >100 >100 >100 >100
流況 通常 通常 通常 通常 通常 通常
色相 無色 無色 無色 無色 無色 無色
臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭
濁り 透明 透明 透明 透明 透明 透明

調査地点
調査年月日 H22.4.20 H22.6.1 H22.8.6 H22.10.18 H22.12.17 H23.2.24
採水時間 7:50 AM 9:05 AM 10:30 AM 9:50 AM 10:10 AM 9:30 AM
天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ
天候（当日） 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
気温（℃） 10.8 18.0 34.8 17.0 5.8 -3.0
水温（℃） 7.7 12.4 26.8 15.0 4.5 2.5
透視度 >100 >100 >100 >100 >100 >100
流況 通常 通常 通常 通常 通常 通常
色相 無色 無色 無色 無色 無色 無色
臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭
濁り 透明 透明 透明 透明 透明 透明

調査地点
調査年月日 H22.4.20 H22.6.1 H22.8.6 H22.10.18 H22.12.17 H23.2.24
採水時間 6:55 AM 8:10 AM 8:00 AM 9:15 AM 9:30 AM 7:00 AM
天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ
天候（当日） 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
気温（℃） 8.0 13.5 29.0 20.5 1.0 -8.0
水温（℃） 6.0 10.5 22.2 13.1 3.6 2.5
透視度 >100 >100 >100 >100 >100 >100
流況 通常 通常 通常 通常 通常 通常
色相 無色 無色 無色 無色 無色 無色
臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭
濁り 透明 透明 透明 透明 透明 透明

調査地点
調査年月日 H22.4.20 H22.6.1 H22.8.6 H22.10.18 H22.12.17 H23.2.24
採水時間 9:12 AM 10:00 AM 11:25 AM 11:00 AM 11:20 AM 7:45 AM
天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ
天候（当日） 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
気温（℃） 11.8 17.0 33.7 17.5 3.2 -8.0
水温（℃） 8.1 10.5 19.9 11.5 4.5 4.0
透視度 >100 >100 >100 >100 >100 >100
流況 通常 通常 通常 通常 通常 通常
色相 無色 無色 無色 無色 無色 無色
臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭
濁り 透明 透明 透明 透明 透明 透明

湖心（表層）

酸川（酸川野）

長瀬川（上長瀬橋）

長瀬川（小金橋）

高森川（酸川合流前）
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調査地点
調査年月日 H22.4.20 H22.6.1 H22.8.6 H22.10.18 H22.12.17 H23.2.24
採水時間 9:35 AM 10:20 AM 11:55 AM 11:25 AM 11:40 AM 8:15 AM
天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ
天候（当日） 曇り 晴れ 晴れのち曇り 晴れ 晴れ 晴れ
気温（℃） 13.7 16.0 26.4 13.0 3.2 -5.5
水温（℃） 8.3 10.8 18.7 12.6 6.2 4.9
透視度 >100 >100 >100 >100 >100 >100
流況 通常 通常 通常 通常 通常 通常
色相 無色 無色 無色 無色 無色 無色
臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭
濁り 透明 透明 透明 透明 透明 透明

調査地点
調査年月日 H22.4.20 H22.6.1 H22.8.6 H22.10.18 H22.12.17 H23.2.24
採水時間 10:10 AM 10:55 AM 12:40 PM 12:00 PM 12:45 PM
天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り
天候（当日） 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ
気温（℃） 15.5 16.2 27.2 13.8 2.0
水温（℃） 10.7 13.8 20.0 13.2 5.8
透視度 >100 >100 >100 >100 >100
流況 通常 通常 通常 通常 通常
色相 無色 無色 無色 無色 無色
臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭
濁り 透明 透明 透明 透明 透明

残雪のため調
査危険と判断
したため欠測

硫黄川（高森川前）

酸川（高森川前）
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別紙 2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猪苗代湖 溶存態

H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6

ｐＨ 6.69 6.71 7.06 6.73 6.70 6.76 6.85 6.85 6.70 6.74 6.74 6.59 6.70 6.64 6.51 6.52

ＥＣ μS/cm 115.3 114.0 108.9 109.6 115.3 113.9 109.8 110.9 115.6 114.9 112.6 113.3 115.7 114.8 112.8 117.1

Ｔ－Ｐ mg/l <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

Na mg/l 7.77 7.62 8.12 7.34 7.70 7.33 7.54 7.43 7.55 7.39 7.79 7.61 7.56 7.35 7.84 7.70

NH4 mg/l 0.01 <0.01 0.01 0.02 0.01 <0.01 0.02 0.01 0.01 <0.01 0.02 0.01 0.01 <0.01 0.03 0.09

Ｋ mg/l 1.26 1.21 0.51 1.65 1.55 1.54 1.45 1.72 1.61 1.60 1.64 1.72 1.64 1.62 1.71 1.79

Mg mg/l 2.18 2.15 2.14 2.18 2.22 2.14 2.20 2.21 2.20 2.17 2.28 2.26 2.21 2.16 2.30 2.29

Ca mg/l 8.50 8.25 8.21 8.41 8.63 8.26 8.48 8.51 8.58 8.38 8.73 8.69 8.63 8.35 8.82 8.76

Ｆｅ(T) mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01

Ｆｅ(2) mg/l

Mn mg/l <0.01 0.02 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.01 <0.01 0.02 0.02 0.01 0.02 0.02 0.02 <0.01 0.53

Al mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01

Zn mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.02 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Cd mg/l

F mg/l 0.18 0.18 0.21 0.16 0.17 0.17 0.19 0.17 0.16 0.16 0.18 0.17 0.15 0.15 0.18 0.20

Cl mg/l 9.63 9.51 9.64 9.66 9.77 9.45 10.00 9.91 9.64 9.55 10.56 10.48 9.66 9.57 10.76 10.57

NO2 mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

NO3 mg/l 0.94 0.95 0.74 0.67 0.93 0.92 0.83 0.72 0.93 0.92 1.04 1.03 0.93 0.93 1.04 0.95

SO4 mg/l 28.44 28.30 28.70 28.59 28.47 28.21 30.21 29.37 28.36 28.38 31.02 30.60 28.56 28.35 30.95 29.92

アルカリ度(pH4.8) mgCaCO3/l 3.5 3.0 3.6 3.9 3.5 3.1 3.1 3.8 3.6 3.2 3.3 3.4 3.5 3.2 3.8 5.6

ｸﾛﾛﾌｨﾙａ ug/l 0.6 1.5 0.7 0.8

DO mg/l 12.6 11.0 8.6 8.7 12.5 11.7 9.3 9.0 11.9 11.7 11.4 11.2 12.1 11.3 10.5 8.8

酸度(pH4.8) mgCaCO3/l

酸度(pH8.3) mgCaCO3/l

TOC mg/l 0.41 0.47 0.56 0.69 0.43 0.43 0.52 0.62 0.42 0.40 0.37 0.39 0.40 0.41 0.41 0.60

流量 m3/s

猪苗代湖 全量

H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.10.6

Ｔ－Ｎ mg/l 0.14 0.31 0.16 0.18 0.15 0.16 0.17 0.16 0.15 0.17 0.17 0.27 0.13 0.17 0.22 0.41

Ｔ－Ｐ mg/l <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

Ｆｅ(T) mg/l 0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.01 <0.01 0.08

Ｆｅ(2) mg/l

Mn mg/l <0.01 0.02 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.01 <0.01 0.02 0.02 0.01 0.02 0.02 0.02 0.02 0.17

Al mg/l 0.01 <0.01 0.01 0.02 <0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.01 <0.01 0.02

Zn mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.02 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Cd mg/l

TOC mg/l 0.44 0.59 0.73 0.69 0.47 0.45 0.55 0.65 0.42 0.44 0.37 0.39 0.42 0.41 0.43 0.60

湖心　０ｍ 湖心　１０ｍ 湖心　５０ｍ 湖心９０ｍ

湖心　０ｍ 湖心　１０ｍ 湖心　５０ｍ 湖心　９０ｍ
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別紙 2-2 
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２ 猪苗代湖の水温及び電気伝導率の連続測定調査 

 
１ 目的 

  猪苗代湖の年間を通じた物質循環を検討するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 
２ 調査方法 

  小型メモリー計測器を調査地点に設置し、連続的に水温及び電気伝導率を測定する。 

 

３ 調査地点 

(1) 猪苗代湖湖心 

表層、水深 5m、水深 15m 及び水深 30m 

(2) 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km 

水深 5m、水深 15m 及び水深 30m 

  

４ 調査時期 

(1) 猪苗代湖湖心 

2008 年 4 月 22 日から継続調査中 

(2) 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km 

2008 年 7 月 31 日から 2010 年 11 月 3 日まで 

 
５ 調査項目 

水温及び電気伝導率 

ただし、電気伝導率については、猪苗代湖長瀬川河口沖 1km 水深 5m でのみ測定。 

 
６ 測定方法等 

(1) 猪苗代湖湖心 

JFE アレックの MDS-MkV/T を用いて、データ採取間隔 1 分間又は 10 分間で水温を常

時測定した。               

(2) 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km 

JFE アレックの MDS-MkV/T を用いて、データ採取間隔 1 分間又は 2 分間で水温を常

時測定した。水深 5m の電気伝導率については、COMPACT-CT を用いて、データ採取間

隔 10 分間で常時測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地点 

長瀬川河口沖1km

湖心
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７ 結果及び考察 

(1) 猪苗代湖湖心における水温連続測定結果 

図 2 に 2008 年 4 月 22 日から 2010 年 11 月 3 日(データ回収の最終日)までの猪苗代

湖湖心における層別の日平均水温及び気象庁猪苗代観測所における日平均気温の推移

を示す。猪苗代湖湖心の層別水温からは、次に示す事象が確認された。 

① 5 月中旬から、上層(表層、水深 5m)と下層(水深 15m、水深 30m)の水温に乖離が生

じ、水温躍層の形成が見られた。また、2010 年については、気温も平年より高く、

乖離幅も大きくなっていた。 

② 9 月下旬から 10 月上旬には、水深 15m の水温が急激に上昇し、水温躍層が下層へ

移動していることがわかった。 

③ 10 月上旬から 11 月上旬には、水深 30m の水温の急激な上昇及び水温躍層の崩壊

による全層水温の均一化が見られた。 

④ 層別水温と気温の関係においては、7 月下旬から水温躍層が崩壊する 11 月上旬ま

では、上層の水温と気温に連動性があることが分かった。 

 

 

 

図 2 猪苗代湖湖心における層別水温及び気温の関係 
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(2) 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km における水温連続測定結果 

図 3 に 2008 年 7 月 31 日から 2010 年 11 月 3 日(データ回収の最終日)までの猪苗代

湖長瀬川河口沖 1km における層別の日平均水温及び気象庁猪苗代観測所における日平

均気温の推移を示す。猪苗代湖長瀬川河口沖 1km での水温推移は、(1)に示す結果と同

様の傾向が見られた。 

 

 
 

図 3 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km における層別水温及び気温の関係 

 
(3) 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km における電気伝導率連続測定結果 

図 4に猪苗代湖長瀬川河口沖 1km水深 5mにおける電気伝導率及び水温の測定結果と

猪苗代湖湖心水深 10m の電気伝導率の測定結果(別調査で測定)を示す。電気伝導率は

温度依存性が強いため、同じ温度でデータを比較する必要があり、湖心水深 10m の電

気伝導率については、JIS に基づき 25℃に加温して測定していることから、長瀬川河

口沖 1km 水深 5m の水温が 25℃近くになった時期を比較検討した。 

2008 年から 2010 年にかけて、長瀬川河口沖 1km 水深 5m の水温が 25℃近くまで上昇

した時の電気伝導率は、湖心水深 10m の電気伝導率と大きな差が見られなかった。 

図 5 に長瀬川(小金橋)における電気伝導率の経年変化を示す。長瀬川(小金橋)の電

気伝導率はここ数年、若干の減少傾向にあり、2010 年度の平均値は 0.29mS/cm となっ

ている。2008 年から 2010 年にかけて測定した長瀬川河口沖 1km 水深 5m の電気伝導率

は 0.13mS/cm 以下であり、長瀬川(小金橋)の平均値の半分以下であることが確認され

た。これは、電気伝導率に影響を与える鉄やアルミニウムが猪苗代湖に流入後、水酸

化物を形成し沈殿したことや湖水により希釈拡散していることなどが考えられた。 
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図 4 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km 水深 5m における電気伝導率及び水温 

 

 

図 5 長瀬川(小金橋)における電気伝導率の経年変化 

 
 

８ まとめ 

(1) 猪苗代湖内においては、5 月中旬から水温躍層が形成され、9 月下旬から 10 月上旬

にかけて水温躍層が下降し、11 月上旬には崩壊することが確認された。 

(2) 猪苗代湖長瀬川河口沖 1km 水深 5m の電気伝導率と猪苗代湖湖心水深 10m の電気伝導

率に大きな差が見られなかったことから、長瀬川からの酸性水の流入状況を確認する

には至らなかった。次年度の調査では、流入の影響を確認するため、より河口に近い

位置へ地点を変更する必要があると考える。 
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３ 水生植物による水質への影響確認調査 

 

１ 目的 

猪苗代湖湖岸に生育するヨシやヒシなどの水生

植物が猪苗代湖の水質に与える影響を確認する。 

 

２ 調査方法 

水生植物が繁茂する時期と枯死、腐敗する時期に、

水生植物群を通過する流水と水路に水生植物群が

ない流水の水質を測定し、水生植物による水質浄化

作用と負荷作用を調査する。 

 

３ 調査地点 

 (1) 水生植物が生育する流水路－入江浜（5 地点） 

  ① 流 入 水：水生植物が生育する流水路に流 

入する水 

  ② 植物入口：水生植物群に流入する直前の水 

  ③ 植物出口：水生植物群を通過した直後の水 

  ④ 沖 10 ｍ：猪苗代湖に流入した地点から沖 

へ10ｍの湖水 

 (2) 水生植物がない流水路－赤沼川沖（3地点） 

  ① 流 入 水：流水路に流入する水 

  ② 出   口：流水路を通過した水 

  ③ 沖 10 ｍ：猪苗代湖に流入した地点から沖 

へ10ｍの湖水 

 

４ 調査時期 

8月（水生植物が繁茂する時期）、1月（水生植物が枯死、腐敗する時期） 

 

５ 調査項目 

  pH、SS、TOC、COD、T-N、T-P、PO4-P、大腸菌群数、大腸菌数、DO 

 

６ 測定方法 

(1) pH：イオン電極法 

(2) SS：重量法 

(3) TOC：燃焼酸化－赤外吸収式 TOC 自動計測法 

(4) COD：滴定法（CODMn） 

(5) T-N、T-P、PO4-P：分光光度法 

(6) 大腸菌群数、大腸菌数：QT トレイ法 

(7) DO：よう素滴定法 

<入江浜>

①‐1

①‐2

② ③
④

10 m

湖

植物群落

<赤沼川沖>

②
③

①

10 m

湖

図2 採水地点概略図

図1 調査地点

入江浜

赤沼川沖
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７ 結果及び考察 

(1) 水生植物の繁茂期（調査日：平成 22 年 8 月 18 日） 

水生植物が繁茂している時期における調査結果は、表 1 のとおりである。 

 水生植物が生育する流水路である入江浜においては、水生植物群に流入する直前の

水（植物入口）とこれを通過した直後の水（植物出口）の水質を比較すると、pH、SS、

TOC、COD、T-P、PO4-P 及び DO は減少し、T-N、大腸菌群数及び大腸菌数は増加してい

ることが確認された。 

一方、水生植物がない流水路である赤沼川沖においては、流水路に流入する水（流

入水）と流水路を通過した水（出口）の水質を比較すると、pH、TOC 及び DO は減少し、

SS、COD、T-N、T-P、PO4-P、大腸菌群数及び大腸菌数は増加していることが確認され

た。 

水質汚濁物質として SS、TOC、COD、T-N、T-P 及び PO4-P の 6 項目についてみると、

水生植物が生育していない流水路では、流路を進むにつれて SS、COD、T-N、T-P 及び

PO4-P が増加したのに対し、水生植物群が生育する流水路では、水生植物群を通過し

た後に SS、TOC、COD、T-P 及び PO4-P の 5 項目について濃度が減少したことから、水

生植物が成長する過程で汚濁物質を吸収するなど水質を浄化している可能性が示唆さ

れた。しかし、水生植物が生長する時期の調査は、繁茂期である 8 月に行っただけで

あることから、今後更なるデータの蓄積が必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

①-1流入水 ①-2流入水 ②植物入口 ③植物出口 ④沖10m ①流入水 ②出口 ③沖10m

9:45 10:15 13:00 12:05 11:50 10:40 11:10 10:20

晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 （℃） 29.8 31.3 28.0 28.0 28.0 28.2 30.3 30.3

水温 （℃） 24.7 22.0 27.0 26.0 26.0 25.7 22.0 29.0

透視度 (cm) 53 >100 77 50 50 >100 85 37

流量 (m3/s) 0.10 0.15 0.29 0.25 ― 0.10 0.08 ―

ｐＨ 6.59 6.73 6.64 6.62 6.66 6.58 6.56 8.15

SS [mg/l] 11 12 18 11 18 8 11 31

TOC [mg/l] 2.87 2.50 2.68 2.61 2.68 2.39 2.27 2.15

COD [mg/l] 6.1 5.4 6.0 5.6 5.9 4.9 5.1 5.1

Ｔ－Ｎ [mg/l] 0.50 0.42 0.47 0.51 0.51 0.42 0.47 0.55

Ｔ－Ｐ [mg/l] 0.083 0.075 0.086 0.081 0.081 0.085 0.086 0.042

PO4-P [mg/l] 0.046 0.071 0.063 0.059 0.058 0.085 0.086 0.042

大腸菌群数 [MPN/100ml] 23,590 444,800 29,500 30,760 41,060 30,760 30,900 15,290

大腸菌 [MPN/100ml] 55 387 60 104 290 214 248 115

DO [mg/l] 5.8 7.1 7.4 6.2 8.2 7.3 6.1 11.4

表1　繁茂期における調査結果

調査地点

調査時刻

天候

入江浜
（水生植物が生育する流水路）

赤沼川沖
（水生植物がない流水路）



 
 

- 19 - 

 

(2) 水生植物の枯死、腐敗期（調査日：平成 23 年 1 月 11 日） 

水生植物が枯死、腐敗している時期における調査結果は、表 2 のとおりである。 

水生植物が生育する流水路である入江浜においては、水生植物群に流入する直前の

水（植物入口）とこれを通過した直後の水（植物出口）の水質を比較すると、大腸菌

群数、大腸菌数及び DO は減少し、pH、SS、TOC、COD、T-N、T-P 及び PO4-P は増加し

ていることが確認された。 

一方、水生植物がない流水路である赤沼川沖においては、流水路に流入する水（流

入水）と流水路を通過した水（出口）の水質を比較すると、pH、COD、T-N、T-P、PO4-P、

大腸菌群数及び大腸菌数は減少し、TOC は増加、SS は変化していないことが確認され

た。 

水質汚濁物質として SS、TOC、COD、T-N、T-P 及び PO4-P の 6 項目についてみると、

水生植物が生育していない流水路では、流路を進むにつれて COD、T-N、T-P 及び PO4-P 

が減少したのに対し、水生植物群が生育する流水路では、水生植物群を通過した後に

SS、TOC、COD、T-N、T-P 及び PO4-P の 6 項目全てについて濃度が増加したことから、

水生植物が枯死、腐敗する課程で汚濁物質を溶出するなど水質に負荷を与えている可

能性が示唆された。しかし、水生植物の生長が止まる時期の調査は、枯死、腐敗期で

ある 1 月に行っただけであることから、今後更なるデータの蓄積が必要と考えられる。 

 
 

 

 

 

 

①-1流入水 ①-2流入水 ②植物入口 ③植物出口 ④沖10m ①流入水 ②出口 ③沖10m

12:05 12:20 12:40 11:20 11:40 10:45 10:30 10:15

くもり くもり くもり くもり くもり くもり 雪 雪

気温 （℃） 0 0 0 -1.5 -1.2 -2.0 -2.5 -2.5

水温 （℃） 0.5 0.7 0.1 0.8 0.7 0.1 0.5 0.0

透視度 (cm) ― ― ― ― ― 59 89 21

流量 (m3/s) ― 0.03 ― 0.13 ― 0.11 0.13 ―

ｐＨ 6.65 6.68 6.63 6.66 6.66 6.76 6.72 7.36

SS [mg/l] 3 5 5 7 11 3 3 31

TOC [mg/l] 2.62 1.84 2.30 2.50 2.45 1.44 1.52 1.84

COD [mg/l] 4.4 4.3 4.7 5.1 5.4 4.3 3.4 6.3

Ｔ－Ｎ [mg/l] 0.84 0.64 0.80 0.94 1.0 0.74 0.69 1.4

Ｔ－Ｐ [mg/l] 0.073 0.115 0.084 0.097 0.105 0.117 0.061 0.285

PO4-P [mg/l] 0.069 0.102 0.073 0.085 0.074 0.080 0.058 0.111

大腸菌群数 [MPN/100ml] 2,755 6,131 5,560 3,180 2,481 7,170 3,130 2,950

大腸菌 [MPN/100ml] 127 280 178 95 69 1730 1112 201

DO [mg/l] 9.2 10.1 9.6 8.1 9.8 11.0 14.0

※入江浜における透視度及び流量は、積雪やそれによる歩行困難のため欠測

調査時刻

天候

表2　枯死、腐敗期における調査結果

入江浜
（水生植物が生育する流水路）

赤沼川沖
（水生植物がない流水路）調査地点
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８ まとめ 

(1) 水生植物が繁茂する時期については、水生植物が生育していない流水路では、流路

を進むにつれて SS、COD、T-N、T-P 及び PO4-P が増加したのに対し、水生植物群が生

育する流水路では、水生植物群の通過の前後で SS、TOC、COD、T-P 及び PO4-P が減少

したことから、水生植物が成長する過程で汚濁物質を吸収するなど水質を浄化してい

る可能性が示唆された。 

(2) 水生植物が枯死、腐敗する時期については、水生植物が生育していない流水路では、

流路を進むにつれて COD、T-N、T-P 及び PO4-P が減少したのに対し、水生植物群が生

育する流水路では、水生植物群の通過の前後で SS、TOC、COD、T-N、T-P 及び PO4-P が

増加したことから、水生植物が枯死、腐敗する課程で汚濁物質を溶出するなど水質に

負荷を与えている可能性が示唆された。 

(3) 水生植物が水質に与える影響については、調査を水生植物の繁茂期と枯死、腐敗期

にそれぞれ 1 回行っただけであり、今後更にデータを蓄積し、知見の収集に努める必

要があると考える。 
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４ 猪苗代湖大腸菌群超過対策調査 

 

１ 目的 

平成 18 年度から猪苗代湖湖心表層において大腸菌群数が環境基準を超過する事例が

見受けられることから（図 1）、猪苗代湖及び大腸菌群の流入が大きい河川の水質調査を

実施することにより、大腸菌群が出現する傾向を把握し、その対策に資する。 

 

 

２ 調査方法 

猪苗代湖及び猪苗代湖への大腸菌群の流入が最も

大きい小黒川の大腸菌群等の水質調査を行い、猪苗

代湖に流入した大腸菌群の存在状況や拡散状況を

考察した。 

 

３ 調査地点 

調査地点は図 2 のとおり               

(1) 猪苗代湖湖心:1地点4層 

(表層、水深5m、水深15m、水深30m) 

(2) 猪苗代湖小黒川沖：4地点表層 

(小黒川沖25m、小黒川沖75m、小黒川沖200m、 

小黒川沖500m） 

(3) 小黒川:5地点 

（梅の橋、第一小黒川下流、カジ堀下流、 

第二小黒川下流、猪苗代市街地上流） 

 

 

　

　　　　土田堰(高橋川へ)　

　

：小黒川採水地点
：猪苗代湖採水地点

猪苗代湖

猪苗代湖湖心：表層、5m､15m.､30m

小黒川沖25m、75m､

200m､500m

第2小黒川下流 第1小黒川下流

カジ堀

下流

猪苗代市街

地上流

梅の橋

小黒川沖25m、75m､

200m､500m

第2小黒川下流 第1小黒川下流

カジ堀

下流

猪苗代市街

地上流

梅の橋

図 1 猪苗代湖湖心のｐH 及び大腸菌群数の経年変化 

図 2 調査地点 
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４ 調査時期 

(1) 3-(1)については年10回（4月、5月、6月、7月、8月×2回、9月×2回、10月、11月） 

(2) 3-(2)については年7回（4月、6月、8月×2回、9月×2回、10月） 

(3) 3-(3)については年5回（8月×2回、9月×2回、10月） 

※ 猪苗代湖小黒川沖における4月及び6月の調査地点は、小黒川沖75mのみとする。 

 

５ 調査項目 

(1) 気温、水温、透視度、色相、臭気、濁り、流量(川) 

(2) 気温、水温（垂直水温）、透明度、色相（フォーレルウーレ比色）、臭気、濁り 

沖合調査地点の水深（調査時湖全体水位は土木部から確認した。） 

(3) pH、EC、DO、大腸菌群数、大腸菌数、TOC、SS 

 

６ 測定方法 

(1) pH：イオン電極法 

(2) EC：電気伝導度計 

(3) DO：よう素適定法 

(4) SS：重量法 

(5) 大腸菌群数、大腸菌数：MMO-MUG 培地による QT トレイ法 

        ＊大腸菌群数については BGLB 培地による最確数法も一部の地点で行った。 

(6) TOC：燃焼酸化－赤外吸収式 TOC 自動計測法 

 

７ 結果及び考察 

現地調査票については、別紙１のとおり。 

分析結果の一覧については、別紙 2 のとおり。 

 

(1) 猪苗代湖湖心の水質について 

ア 鉛直水温と水温躍層について 

猪苗代湖湖心における鉛直水温の調査

結果を図 3 に示す。 

4 月 26 日の水温は、全層でほぼ一定で

あり、気温の上昇と共に表層の水温は上昇

し、7 月 15 日には水温躍層（8m～16m）の

形成が確認された。 

その後、9 月 1 日までは表層の水温が

上昇するのに合わせ、水温躍層の位置も上

層へと移動したが、それ以降は気温の低下

とともに下降し、11 月 8 日には崩壊する

様子が確認された。 

 

 
図 3 湖心鉛直水温 
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イ 大腸菌群数及び大腸菌数について 

猪苗代湖湖心の大腸菌群数及び水温の調査結果を図 4 に示す。 

湖心の大腸菌群数は、水温が低い 4 月 26 日は 4 層で検出されず、5 月 17 日は水深

15m で初めて 1MPN/100ml、6 月 4 日は水深 15m で 4MPN/100ml、水温が上昇し水温躍

層が形成された 7 月 15 日以降は 4 層で検出された。8 月 4 日は水深 0.5m で湖沼 A 類

型の環境基準値である 1,000MPN/100ml を超える 10,000MPN/100ml が検出された。そ

の後、水温の上昇は続いたが、8 月 23 日は水深 0.5m で 3MPN/100ml、9 月 1 日は水深

0.5m で 1MPN/100ml と激減し、水温の下降が始まる 9 月 14 日以降は水深 0.5m で 44

～88MPN/100ml となった。4 月から 8 月にかけては、水温の上昇に伴い、大腸菌群数

が増加したが、9 月以降は減少し、8 月 4 日より増えることはなかった。なお、平成

18 年度、19 年度及び 21 年度は、9 月に大腸菌群数（BGLB 培地法）が 2,200MPN/100ml、

1,300MPN/100ml、2,400MPN/100ml（福島県水質年報より）となり、A 類型の環境基準

値を超過したが、今年度は、1 ヶ月早い 8 月に 10,000MPN/100ml という高い値を示し

た。 

水深別でみると、初めて 4 層で大腸菌群数が検出された 7 月 15 日は、水深 5m で

一番高い値となり、唯一環境基準値を超過した 8 月 4 日においては、水深 0.5m で

10,000MPN/100ml、水深 5m 及び水深 15m で 4,600MPN/100ml、水深 30m で 860MPN/100ml

と変水層の上層（水深 5m）と変水層（水深 15m）で同じ値を示し、水深が深くなる

につれて低い値を示した。その後、8 月 23 日及び 9 月 14 日は、変水層の上層である

水深 0.5m と水深 5m で数個 MPN/100ml、変水層及び変水層の下層である水深 15m 及び

水深 30m で数百 MPN/100ml となり、上層よりも下層で高い大腸菌群数が検出された。

さらに、水温躍層の位置が下がり始めた 9 月 14 日、10 月 7 日及び 11 月 8 日は、4

層の大腸菌群数が 44～410MPN/100ml となり、ほぼ同じ値となった。また、8 月 23 日

以降は、水深 0.5m と 5m、水深 15m と 30m で同程度の大腸菌群数が検出された。 

大腸菌群数は、水温の上昇に伴い、増加が認められたが、水温が高いすべての時

期において高い値を示していないことから、水温との相関は認められなかった。 

なお、大腸菌数は全ての時期及び水深で 1MPN/100ml 未満であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4 湖心大腸菌群数と水温の推移 
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ウ 大腸菌群数と他の水質調査項目について 

ｐH の調査結果を図 5～6 に示す。 

ｐH は 6.50～7.09 であり、水深層別では水深 0.5m が他の水深と比較して月別変動

が大きかった。また、大腸菌群数が最も高かった 8 月 4 日は、水深 0.5m で 7.09 と最

も高い値を示した。大腸菌群数とｐH には中程度の正の相関が認められた。 

TOC は 0.40～0.78mg/l であり、水温躍層が形成された 7 月には水深層別に濃度の

違いが確認された。大腸菌群数と TOC には相関が認められなかった。 

なお、EC は 108.2μS/cm～116.7μS/cm、DO 飽和率は 90％以上、SS は 1 mg/l 未満

～3mg/l であり、大腸菌群数とこれらの項目には相関が認められなかった。 

一般的に、水中の大腸菌群等微生物の増殖に、最も影響を与える条件は水温であり、

それ以外はｐH、SS 等といわれている。また、大腸菌群は水中の有機物を利用して増

殖が可能であるといわれている。今回、猪苗代湖心の大腸菌群数とその他の水質調査

項目で正の相関が認められたのはｐH のみであり、ｐH の上昇により湖内に流入して

きた大腸菌群増殖に対しての抑制が少なくなってきている事が考えられた。今回、猪

苗代湖心の SS、TOC は、他の湖沼と比較するとかなり低い値であることから、大腸菌

群数との明確な相関は認められなかった。水温に関しては明確な相関が認められなか

ったが、10℃以下ではほとんど検出されず、水温が高い時には検出されるが、その状

態が続いても大腸菌群数のそれ以上の増殖が認められなかった。湖心の大腸菌群数増

加要因としては、水温の上昇があり、水温が高い状態の時にｐH が関連していると示

唆された。 

 

     

 

 

 

 

 

 

表 1 猪苗代湖湖心における大腸菌群数とその他の項目との相関係数 

水温 透明度 ｐH EC DO飽和率 SS TOC

大腸菌群数 0.315 -0.102 0.441 -0.274 0.315 0.220 0.193  

     

エ 降水量等との関係について 

大腸菌群数と調査日前 7 日間の合計降水   

量のグラフを図 7 に示す。猪苗代湖湖心の大

腸菌群数の増加に調査日前 7 日間に降った

総降水量が関与しているか検討したが、今回

の結果からは降雨の影響は認められなかっ

た。 

図 5 湖心 pH の推移 

図 7 湖心大腸菌群数と降水量の関係 

図 6 湖心のｐH と大腸菌群数の関係 
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(2) 猪苗代湖小黒川沖の水質について 

ア 大腸菌群数及び大腸菌数について 

猪苗代湖小黒川沖の大腸菌群数と大腸菌数及び水温の調査結果を図 8 に示す。 

大腸菌群数は、小黒川沖 75m の地点では、水温の低い 4 月 26 日 980MPN/100ml、6

月 4 日 6,630MPN/100ml と数千 MPN/100ml 程度の値であったが、水温が高くなる 8 月

4 日、23 日、9 月 1 日、10 月 6 日には数万 MPN/100ml、小雨（前日、前々日雨）の

降っていた 9 月 14 日には数十万(110,000)MPN/100ml であった。 

地点別の結果は、小黒川沖 25m 地点で数万 MPN/100ml（小黒川梅の橋と、ほぼ同様

な値）、小黒川沖 75m 地点で数万 MPN/100ml（小黒川沖 25m 地点の約半分）、小黒川

沖 200m で数千 MPN/100ml、小黒川沖 500m では数百 MPN/100ml と小黒川から流入し

た大腸菌群数は湖水と接触して減少傾向がみられた。降雨があった 9 月 14 日は、そ

れぞれの地点で 1 桁高い値となった。小黒川沖 500m 地点で環境基準値の

1,000MPN/100ml を超えたのは 9 月 14 日(1,300MPN/100ml)のみであった。湖心表層

の大腸菌群数と比較すると、8 月 4 日は湖心表層より低い値であったが、それ以外

は湖心表層と同程度もしくは高い値を示した。 

大腸菌数は、小黒川沖 75m 地点では、水温の低い 4 月 26 日 9MPN/100ml、6 月 4 日

98MPN/100ml と数十 MPN/100ml 程度の値であったが、水温の高くなる 8 月 4 日、23

日、9 月 1 日、10 月 6 日には数百 MPN/100ml、小雨（前日、前々日雨）の降ってい

た 9 月 14 日には数千万(1,000)MPN/100ml であった。 

地点別の結果は、小黒川沖 25m 地点で数百～数千 MPN/100ml（小黒川梅の橋と、ほ

ぼ同様な値）、小黒川沖 75m 地点で百 MPN/100ml（小黒川沖 25m 地点の約半分）、小

黒川沖 200m で数十 MPN/100ml、小黒川沖 500m では数 MPN/100ml と小黒川から流入

した大腸菌数も湖水と接触して減少傾向がみられた。降雨のあった、9 月 14 日は、

それぞれの地点で 1 桁高い値となったが、小黒川沖 500m では 4MPN/100ml と他の月

と同程度の値であった。 

また、大腸菌群数と大腸菌数に強い正の相関が認められた。大腸菌数／大腸菌群

数の比は、0～0.05 程度の値であり、通常の河川で見られる 0.1～0.2 よりも大幅に

低かったため、糞便による汚染の割合は低いと思われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 8 大腸菌群数と大腸菌数及び水温の推移 
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イ 大腸菌群数及び大腸菌数と他の水質調査項目について 

ｐH､TOC 及び SS の調査結果を図 9～13 に示す。 

ｐH は、7.07～8.77 であった。8 月 23 日は小黒川沖 200m 地点で､9 月 1 日には小黒

川沖 500m 地点で炭酸同化作用のためｐH が 8 以上になる現象がみられ、それと同時

に DO 飽和率も 130％程度の高い値を示した。大腸菌群数及び大腸菌数とｐH に相関は

認められなかった。 

TOC は、小黒川沖 25ｍから小黒川沖 200m までは、1.60～3.09mg/l で、地点別にあ

まり大きな変化はみられなかった。小黒川沖 500m 地点では、9 月 1 日を除いて 0.73

～1.01mg/l と低い値になり、湖心の値に近づいていた。水位の低かった 9 月 1 日は

全地点で 2mg/l 程度の値であった。9 月 14 日は降雨の影響で、全体的に高い値であ

ったが、小黒川沖 500m 地点では降雨の影響は認められず、湖心の値に近づいていた。

大腸菌群数と TOC に正の強い正の相関、大腸菌と TOC に中程度の正の相関が認められ

た。 

SS は、小黒川沖 25m 地点から沖 200m 地点までは 2～14mg/l で、小黒川梅の橋から

小黒川沖 500m 地点まで徐々に、減少しており、小黒川沖 500m 地点では、1mg/l 未満

～2mg/l と低い値で、湖心の SS の値に近づいていた。大腸菌群数及び大腸菌数と SS

に中程度の正の相関が認められた。 

なお、EC は 112.5～212μS/cm、DO 飽和率は 70％以上であり、大腸菌群数及び大腸

菌数とこれらの項目に相関が認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 猪苗代湖小黒川沖における大腸菌群数及び大腸菌数とその他の項目との相関係数 

水温 ｐH EC DO飽和率 SS TOC 大腸菌数

大腸菌群数 -0.1032 -0.3070 0.2523 -0.3152 0.5592 0.7057 0.9185

大腸菌数 -0.2106 -0.2289 0.2502 -0.2975 0.4750 0.5953   
 

図 9 小黒川沖 pH の推移 図 11 小黒川沖 SS の推移 

図 12 小黒川沖 TOC と大腸菌群数及び大腸菌数 図 13 小黒川沖 SS と大腸菌群数及び大腸菌数の関係

図 10 小黒川沖 TOC の推移 
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ウ 降水量等との関係について 

大腸菌群数等と調査日前 3 日間の合

計降水量を図 14 に示す。当日及び前日

に降雨があった 9月 14 日は大腸菌群数

及び大腸菌数共にほとんどの地点で増

加していたが、小黒川沖 500m 地点の大

腸菌については影響を受けずに

4MPN/100ml と通常どおりの値であった。 

 

(3) 小黒川の水質について 

ア 大腸菌群数及び大腸菌数について 

小黒川の大腸菌群数と大腸菌数及び水温の調査結果を図 15 に示す。 

小黒川上流である猪苗代市街地上流の大腸菌群数は、水量の少なかった 9 月 1 日

のカジ堀下流、降雨のあった 9 月 14 日を除いては、数千 MPN/100ml 程度、大腸菌数

は数十 MPN/100ml 程度であった。その後、3 河川に分岐しその合流前である第 1 小黒

川下流、カジ堀下流、第 2 小黒川下流の 3 地点では、大腸菌群数は数万 MPN/100ml、

大腸菌数は数百～数千 MPN/100ml 程度の値を示した。その 3 河川の合流後である梅

の橋では、3 河川と同程度の値を示した。（大腸菌群数：24,000～60,000MPN/100ml、

大腸菌数：410～1,400MPN/100ml）なお、水量の少なかった 9 月 1 日のカジ堀下流で

は、大腸菌群数は 1,700,000MPN/100ml、大腸菌数は 2,000MPN/100ml と高い値を示し

た。降雨のあった 9 月 14 日は、大腸菌群数は 1 桁高い値を示したが、大腸菌数上流

の猪苗代市街地上流で 1 桁高い値を示したが、他の地点ではあまり変化がなかった。

9 月 14 日の梅の橋での大腸菌群数は 150,000MPN/100ml、大腸菌数は 980MPN/100ml

であった。 

また、大腸菌群数と大腸菌数に中程度の正の相関が認められ、大腸菌数／大腸菌

群数の比は、0.001～0.08 程度の値であり、通常の河川で見られる 0.1～0.2 よりも

大幅に低かったため、糞便による汚染の割合は低いと思われた。 

 

図 14 小黒川沖大腸菌群数等と降水量の関係 

図 15 大腸菌群数と大腸菌数及び水温の推移 
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イ 大腸菌群数及び大腸菌数と他の水質調査項目について 

ｐH 及び TOC の調査結果を図 16～18 に示す。 

ｐH は、7.12～9.06 の範囲であり、上流の猪苗代市街地上流、カジ堀下流では、7.6

前後の値で、第 1,2 小黒川下流、梅の橋では 7.2 前後の値であった。流量の少なかっ

た 9 月 1 日には、カジ堀下流で炭酸同化作用のためｐH が 9 以上になる現象がみられ、

それと同時に DO 飽和率も 160％の高い値を示した。大腸菌群数とｐH に高い相関が認

められたが、9 月 1 日のカジ堀下流の地点を除外すると負の中程度の相関が認められ

た。大腸菌数とｐH に相関は認められなかった。 

DO 飽和率は、全ての時期及び地点で 90％以上の値であった。DO 飽和率と大腸菌群

数に高い相関が認められたが、9 月 1 日のカジ堀下流の地点を除外すると相関は認め

られなかった。 

TOC は、上流の猪苗代市街地上流で 1mg/l 付近の低い値であり、下流の 4 地点では

2mg/l 付近の値となっていた。降水のあった 9 月 14 日には、下流 4 地点とも 3mg/l

付近の高い値を示した。DO が過飽和になっていた、8 月 23 日、9 月 1 日のカジ堀下

流で TOC は高い値を示した。大腸菌群数と TOC は高い相関を示したが、大腸菌数と

TOC に相関は認められなかった。 

なお、EC は 143.7～233μS/cm、SS は、2～19mg/l であり、大腸菌群数及び大腸菌

数とこれらの項目に相関が認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 小黒川における大腸菌群数及び大腸菌数とその他の項目との相関係数 

水温 ｐH EC DO飽和率 SS TOC 大腸菌数

大腸菌群数 0.3670 0.7148 0.0130 0.8110 -0.1194 0.7233 0.4465

大腸菌数 -0.3212 0.2532 0.3875 0.2326 -0.0381 0.3994   

図 16 小黒川ｐH の推移 図 17 小黒川 TOC の推移 

図 18 小黒川 TOC と大腸菌群数及び大腸菌
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ウ 降水量等との関係について 

大腸菌群数等と調査日前 3 日間の

合計降水量を図 19 に示す。当日及び

前日に降水があった 9 月 14 日は大腸

菌群数及び大腸菌数共にほとんどの

地点で増加していたが、カジ堀下流及

び第 2 小黒川下流は水量の少なかっ

た、9 月 1 日の方が、さらに高い値で

あった。 

 

(4) 大腸菌群数分析における培地による測定結果の違いについて 

大腸菌群数の分析を、MMO-MUG 培 

地による QT トレイ法（以下 QT ﾄﾚｲ

法）と、BGLB 培地による最確数法（以

下 BGLB 法）で分析した結果を図 20

及び表 4 に示す（湖心 0.5m：8 検体、

小黒川沖 75m：5 検体）。 

両者の結果はほぼ同一のオーダ

ーを示し、有意な正の相関を示した

（R＝0.6694）。 

  

 

 表 4 猪苗代湖湖心及び小黒川沖 75m における大腸菌群数の調査結果 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 小黒川大腸菌群数等と降水量の関係 

採取水深(m)
調査年月日 H22.4.26 H22.5.17 H22.6.4 H22.7.15 H22.8.4 H22.9.1 H22.10.6 H22.11.8 H22.4.26 H22.6.4 H22.8.4 H22.9.1 H22.10.6
大腸菌群数（QTﾄﾚｲ法） MPN/100ml 0 0 0 17 10000 1 86 44 980 6630 38000 19000 13000
大腸菌群数（BGLB法） MPN/100ml 0 0 0 130 7900 2 330 79 2200 7900 33000 79000 3300

0.5

調査地点
単位

猪苗代湖 猪苗代湖小黒川沖
湖心 小黒川沖75m
0.5

図 20 QT ﾄﾚｲ法と BGLB 法による大腸菌群数 
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８ まとめ 

(1) 猪苗代湖湖心の大腸菌群は、4 月～6 月まではほとんど検出されなかったが、7 月～

11 月にかけては 4 層で検出された。特に、8 月 4 日は、水深 0.5m で大腸菌群数が最大

となる 10,000MPN/100ml となり、過去の値と比較しても最も高い値を示した。また、7

月～8 月上旬にかけて水温が上昇する時期には、変水層の上部で大腸菌群数が高い傾

向を示し、8 月下旬以降は、変水層の下部で高い傾向を示した。なお、年間を通して

大腸菌は検出されなかった。 

(2) 小黒川の大腸菌群数及び大腸菌数は、小黒川の下流部に位置する「梅の橋」では、

上流部に位置する「猪苗代市街地上流」の 20 倍以上高い値となり、小黒川を流下する

のに伴い増加することが確認された。小黒川沖の大腸菌群数及び大腸菌数は、「沖 50m」

では「梅の橋」とほぼ同じ値であり、「沖 75m」、「沖 200m」、「沖 500m」と沖に向かう

につれて減少し、「沖 500m」では湖心とほぼ同じ値となった。降雨による大腸菌群数

及び大腸菌数の変化は、小黒川、「沖 50m」、「沖 75m」及び「沖 200m」は通常より 1 桁

高い値となったが、「沖 500m」ではほぼ通常と同じ値となり、降雨が猪苗代湖湖心に

与える影響は少ないと考えられた。また、小黒川及び小黒川沖の全ての地点は、糞便

による汚染の割合は少ないことが確認された。 

(3) 猪苗代湖湖心において大腸菌群が増加する要因は、湖水温の上昇と湖水温が上昇し

た後はｐH 等が影響を与えることが示唆された。 

(4) 小黒川においては、大腸菌群数と大腸菌数、大腸菌群数と TOC に明確な相関が認め

られた。 

(5) 小黒川沖においては、大腸菌群数と大腸菌数、SS と TOC に相関が認められ、特に大

腸菌群数と大腸菌数には高い相関が認められた。 
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調査地点 調査年度 4月 6月 8月 10月 12月 2月

平成18年度 ○ ○ ○ ○ ○

平成19年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成20年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成21年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成18年度 ○ ○ ○ ○ ○

平成19年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成20年度 ○ ○ ○ ○ ○

平成21年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成18年度

平成19年度 ○ ○ ○

平成20年度 ○ ○ ○

平成21年度 ○

平成18年度

平成19年度 ○ ○ ○

平成20年度 ○ ○ ○

平成21年度 ○

表1　調査時期

酸川

硫黄川

温泉源泉

坑内排水

猪苗代湖における源流域の水質変化と湖内の水質との関連について 

 

○三浦俊二 渡邉恵美 菊地克彦 鈴木聡(現環境省) 

平成 22 年度福島県環境技術連絡会調査研究発表会（平成 23 年 2 月、福島県福島市） 

 

１ はじめに 

  福島県にとって、極めて重要な水資源・観光資源である猪苗代湖には、安達太良山の

中腹にある旧硫黄鉱山廃坑から流れ出す強酸性の湧出水と沼尻・中ノ沢温泉の強酸性の

温泉水が長瀬川を通じて流入している。これまで、猪苗代湖の水質は、これら酸性水に

含まれる鉄やアルミニウムイオンが水酸化物として沈殿される過程において、湖内の汚

濁物質が吸着、結合して湖底に沈殿するなど固有の自然浄化機能によって、極めて良好

に保たれてきた。 

しかし、近年、猪苗代湖は、pH の中性化に伴い、COD の上昇や大腸菌群数の増加など、

水質の悪化が懸念されていることから、この原因を探るため、湖内に酸性成分等を供給

している源流域の水質を調査し、過去の水質と比較することによって、源流域の水質変

化と湖内の水質との関連について考察したので、その結果を報告する。  

 
２ 調査方法 

(1) 調査地点 

源流域の調査は、延べ 9 地点で実

施したが、本稿では、猪苗代湖の水

質に大きく影響を与えていると考え

られる長瀬川の上流支川である酸川

及び硫黄川の酸性河川と酸性成分の

供給源である沼尻・中ノ沢温泉の源

泉（以下「温泉源泉」という。）及び

旧硫黄鉱山廃坑の湧出水（以下「坑

内排水」という。）の計 4 地点につい

て考察した。 

 

(2) 調査時期 

平成 18 年度～21 年度にかけて表

1 のとおり調査を実施した。 
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(パイプライン)

　

　

図１　調査地点

長瀬川

酸川
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抗内排水
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酸川

至裏磐梯

湖沼群

猪苗代湖

源流域
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(3) 調査項目 

調査項目は、現地調査として 7 項目、水質測定として 13 項目の計 20 項目の調査を

実施したが、本稿では、猪苗代湖の水質との関連を見るため、pH（水素イオン濃度を

含む。）並びに酸性成分の主な指標となる鉱酸酸度、T-Fe 及び Al（溶存態）、SO4
2-（溶

存態）の計 5 項目について考察した。 

 

３ 結果及び考察 

(1) 源流域における平均的な水質の変化 

本調査結果と昭和 54 年（福島大学調査）及び昭和 55 年～57 年（福島県調査）にか

けて調査した結果を比較したものは、表 2 のとおりである。 

 

 

注：調査項目の測定値については、採水時における流量に影響を受けないようにするため、平均的

な水質として算定し、水質測定値Ｃi にその時の流量Ｑi を乗じたものの合計を流量の総量ΣＱ

i で除す方法により求めた。 

平均的な水質＝Σ（Ｃi×Ｑi）／ΣＱi 

 

 

 

 

 

S54､55～S57 H18～H21

pH 2.93 3.32 ＋ 0.39

水素イオン濃度 μmol/L 1165.2 474.5 ▲ 690.8 59 ％減少

鉱酸酸度 mgCaCO3/L 113.8 35.8 ▲ 78.1 69 ％減少

硫酸イオン mg/L 168.9 86.4 ▲ 82.4 49 ％減少

鉄イオン mg/L 3.4 0.6 ▲ 2.7 81 ％減少

アルミニウムイオン mg/L 7.8 4.8 ▲ 3.0 38 ％減少

pH 2.15 2.21 ＋ 0.06

水素イオン濃度 μmol/L 7080.8 6208.9 ▲ 871.9 12 ％減少

鉱酸酸度 mgCaCO3/L 1038.6 902.9 ▲ 135.7 13 ％減少

硫酸イオン mg/L 1322.0 1086.7 ▲ 235.4 18 ％減少

鉄イオン mg/L 100.8 86.5 ▲ 14.3 14 ％減少

アルミニウムイオン mg/L 83.9 76.2 ▲ 7.7 9 ％減少

pH 1.72 1.95 ＋ 0.23

水素イオン濃度 μmol/L 19221.7 11303.1 ▲ 7918.6 41 ％減少

鉱酸酸度 mgCaCO3/L 1901.4 1017.6 ▲ 883.8 46 ％減少

硫酸イオン mg/L 1631.0 1358.8 ▲ 272.1 17 ％減少

鉄イオン mg/L 39.5 7.3 ▲ 32.2 82 ％減少

アルミニウムイオン mg/L 89.8 74.5 ▲ 15.4 17 ％減少

pH 1.54 1.66 ＋ 0.12

水素イオン濃度 μmol/L 28840.3 21981.3 ▲ 6859.0 24 ％減少

鉱酸酸度 mgCaCO3/L － 2916.8

硫酸イオン mg/L 4500.0 3353.2 ▲ 1146.8 25 ％減少

鉄イオン mg/L 454.0 328.9 ▲ 125.1 28 ％減少

アルミニウムイオン mg/L 189.0 129.3 ▲ 59.7 32 ％減少

－

表２　源流域における平均的な水質の変化

－

硫黄川

酸川

坑内排水

温泉源泉

－

－

－

－

増減割合調査地点 調査項目
調査時期

増減
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図 2 pH と COD の経年変化（湖心） 

ア 酸性河川の水質変化 

酸川は、pH が 0.39 上昇（水素イオン濃度として 59％減少）しているほか、酸性

成分の主な指標となる全ての項目の濃度が 38％～81％の割合で減少していること

が確認された。また、最も減少割合が大きかったのは鉄イオンであり、濃度が 1/5

程度にまで低下していることが確認された。 

酸川よりも酸性が強い硫黄川については、pH が 0.06 上昇（水素イオン濃度とし

て 12％減少）しているほか、同様に全ての項目の濃度が 9％～18％とほぼ同じ割合

で減少していることが確認された。また、最も減少量が大きかったのは硫酸イオン

であり、酸川の減少量の約 3 倍に当たる 235mg/L の減少が確認された。 

 

イ 酸性成分の供給源の水質変化 

温泉源泉は、pH が 0.23 上昇（水素イオン濃度として 41％減少）しているほか、

酸性成分の主な指標となる全ての項目の濃度が 17％～82％の割合で減少している

ことが確認された。また、最も減少割合が大きかったのは鉄イオンであり、濃度が

1/5 程度にまで低下するなど酸川と同様の傾向が確認された。これは、温泉源泉が

パイプラインを通じ、酸川へ流れ込むことによって、酸川の水質に大きな影響を与

えたためと考えられる。 

温泉源泉よりも酸性が強い坑内排水については、pH が 0.12 上昇（水素イオン濃

度として 24％減少）しているほか、同様に全ての項目の濃度が 25％～32％とほぼ同

じ割合で減少していることが確認された。また、最も減少量が大きかったのは硫酸

イオンであり、温泉源泉の減少量の約 4 倍に当たる 1,147mg/L の減少が確認される

など硫黄川と同様の傾向が確認された。これは、坑内排水が硫黄川へ流れ込むこと

によって、硫黄川の水質に大きな影響を与えたためと考えられる。 

 

(2) 猪苗代湖の水質との関連 

ア pH と COD の上昇 

猪苗代湖のpHと CODの経

年変化を図 2 に示す。pH に

ついては、平成の初め頃か

ら上昇が始まり、平成 21

年度では 6.8 まで上昇して

いる。COD については、平

成 14 年度から上昇が始ま

り、平成 21 年度では 1.0

まで上昇している。 

猪苗代湖に流入する水の 60％は、長瀬川から供給されており、湖内の水質は、こ

の河川の水質に最も影響を受けていることが分かっている。また、長瀬川の水質は、

その上流部に位置する源流域の水質に影響を受けるため、湖内の pH の上昇など水質

が変化した原因は、温泉源泉や坑内排水に含まれる酸性成分の大幅な減少など源流

域における水質が変化したためと考えられる。 

すかわ  

すかわ  

すかわ  

すかわ  すかわ  

すかわ  
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イ 金属イオン濃度の変化 

猪苗代湖の pH と金属イ

オン濃度の経年変化を図 3

に示す。pH の上昇に伴い、

酸性成分の主な指標である

鉄やアルミニウムイオンが

大きく減少し、COD が上昇

し始めた平成 14 年度以降

においては、これらイオン

が成分からほとんど見られ

なくなっている。 

鉄やアルミニウムイオン 

が極端に減少した原因については、源流域からの供給量が大きく減少したことや、

湖内の pH が上昇したことにより、鉄やアルミニウムがイオンとして溶存しづらくな

ったことなどが考えられる。 

また、平成の初期においては、湖内に鉄やアルミニウムイオンが多く溶存してい

たことで、これらのイオンによる水質の自然浄化機能が湖内全域で働き、COD を低

下させていたと考えられるが、現在では、これらのイオンによる浄化機能が低下し

たことで COD が上昇している可能性がある。 

 

４ まとめ 

(1) 源流域の水質は、昭和 54 年～57 年当時の状況と比較して、酸性が弱くなっている

とともに、酸性成分の主な指標となる鉱酸酸度、鉄やアルミニウムなどの金属イオン

及び硫酸イオンの大幅な減少が確認された。 

(2) 酸性成分の主な供給源である温泉源泉や坑内排水の水質は、酸川や硫黄川などの酸

性河川の水質に大きな影響を与えていることが示唆された。 

(3) 猪苗代湖の pH が中性化するなど水質が変化した原因は、温泉源泉や坑内排水に含ま

れる酸性成分の大幅な減少など源流域における水質が変化したためと考えられた。 

 (4) 猪苗代湖の COD が上昇した原因は、源流域から流入する酸性成分の減少に伴い、湖

内における鉄やアルミニウムイオンによる水質の自然浄化機能が低下したためと考

えられた。 
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